
●日　時
 令和 元年 ８月 ７日（水）～８日（木）

●会　場
 千葉県東総文化会館

●参加費
 セミナー聴講：1,000円（2日間でも1,000円）

【テキストは2,500円/１冊】

 機器資材展見学のみは入場無料

千葉県東総文化会館　(千葉県旭市ハの666番地)

主　催： 一般社団法人 日本施設園芸協会

後　援： 関東農政局／千葉県／旭市

協　賛：

全国農業協同組合連合会千葉県本部

公益社団法人千葉県園芸協会

一般社団法人千葉県農業協会

千葉県農業共済組合連合会

一般社団法人千葉県農業会議

日本種苗協会千葉県支部

千葉県野菜園芸組合連合会

千葉県花き園芸組合連合会

千葉県いちご組合連合会

全国野菜園芸技術研究会

■ ８月８日（木）　８：30～13：15

   本セミナーは、「施設園芸･植物工場における先進技術と関

東（千葉県）の地域農業を支える施設園芸」をメインテーマに、

２部構成として２日間に亘り開催いたします。

   第１部では 「施設園芸における新技術とスマート農業による

生産性向上に向けて」をテーマに、農林水産省からは施設園

芸施策の展開方向について、ＪＡ全農から全国の「ゆめファー

ム」の取組、きゅうり栽培におけるスマート農業活用の先進事

例紹介や行政組織としての高知県の取組事例、環境制御型の

予測ツールを活用したトマトに係る最新情報の提供、農村工学

研究部門からはハウスの強靭化対策等をテーマとして、新技術

の現場への導入促進等の観点から、主として学識経験者や行

政の方にご講演をして頂く予定です。

   第２部では「千葉県の地域農業を支える最先端施設園芸」を

テーマに、千葉県の主要な施設園芸作物について､生産者に

直接役立つ優良経営事例や生産現場への新技術の導入事

例、現場での対応技術等について、地域の施設園芸の発展に

資する観点から、千葉県内の生産者・生産法人､研究・普及関

係者・地元千葉大学の植物工場拠点を活用した取組等につい

て、ご講演をして頂く予定です。

　どうか会員の皆様、関係者の皆様、「施設園芸新技術セミ

ナー・機器資材展in千葉」に、奮ってご出展、ご参加していただ

きたいので、よろしくお願いいたします。

千葉県農業協同組合中央会

農研機構 野菜花き研究部門

一般社団法人 全国農業改良普及支援協会

施設園芸・植物工場における先進技術と関東（千葉県）の地域農業を支える施設園芸

東京駅～旭駅　90分（特急利用）

（後援、協賛は申請中）

●施設園芸資材、植物工場関連の機器資材やハウス強靭化
　資材などの展示を予定。

ＪＲ総武本線　旭駅より徒歩15分

■ ８月７日（水） 11：30～17：45

一般社団法人日本施設園芸協会

機 器 資 材 展
〇出展の申込みは、園芸情報センター

ＴＥＬ：０３－３２３３－３６３４

会 場

施設園芸新技術セミナー
・機器資材展 in 千葉

開催の
ご案内



12：30～13：00

時間割

13：00～13：40

13：40～14：15

14：15～14：50

14：50～15：25

15：25～16：00

16：00～16：40

16：40～17：15

9：00～  9：40

9：40～10：15

10：15～10：45

10：45～11：20

11：20～11：55

11：55～12：30

　 ■参加申込みは下記へFAXまたはメール等でお願い致します。
ＴＥＬ：０３－３６６７－１６３１

URL：ｈｔｔｐ：//www.jgha.com

一般社団法人 日本施設園芸協会

(〒                ー                   )
１．農家
２．農業団体
３．行政機関
４．企業
５．その他

(〒                ー                   )
１．農家
２．農業団体
３．行政機関
４．企業
５．その他

(〒                ー                   )
１．農家
２．農業団体
３．行政機関
４．企業
５．その他

(〒                ー                   )
１．農家
２．農業団体
３．行政機関
４．企業
５．その他

担当者：平島

上段：電話番号

下段：FAX番号

次世代へつなげるトマト経営を目指して
～環境制御技術導入及び労務管理の改善～

 千葉大学大学院 園芸学研究科 教授

 丸 尾    達 氏

EOD-Heatingを活用した鉢花の低コスト生産に向けた取り組み

資材プレゼンテーションおよび展示見学

植物工場/施設園芸の展望、千葉大学・JAグループ千葉との連携

 農事組合法人長生フロンティアファーム　代表理事

 石 井   理永蔵 氏

施設園芸施策の展開方向について

ミニトマトの裂果を減らす環境制御法

環境制御型の予測ツールを活用したトマト55t/10a収穫
 農研機構 野菜花き研究部門 施設生産ユニット長

 東 出   忠 桐 氏

 JA宮崎中央田野胡瓜部会ラプター会 会長

 山ノ上   慎 吾  氏

 農研機構 農村工学研究部門 農業施設ユニット 上級研究員

 森 山   英 樹 氏

【第２日目】　８月８日（木） ９：00 開講 (８：30より開場）

《第２部  千葉県の地域農業を支える最先端施設園芸》

 千葉県農林総合研究センター野菜研究室　研究員

 佐 藤   侑美佳 氏

 高知県農業イノベーション推進課　課長補佐

 細 川   卓 也 氏

講演者講演テーマ

【第１日目】　８月７日（水）12：30 開講 (11：30より開場）

《第１部  施設園芸における新技術とスマート農業による生産性向上に向けて》

主催者・来賓挨拶

 ＪＡ全農 耕種総合対策部 高度施設園芸推進室 室長

 吉 田   征 司 氏

きゅうり栽培における日本一のスタディクラブを目指して

全国の「ゆめファーム」の取組について
～施設内環境のみえる化や改善プラン～

近年の災害状況と事例を踏まえた補強対策のポイント

資材プレゼンテーションおよび展示見学

（フリガナ）

（フリガナ）

（フリガナ）

担当者Ｅ-mail：hirashima@jgha.com

 有限会社椎名洋ラン園　代表取締役

 椎 名   正 剛 氏

７日

８日

７日

参加者区分

 ＦＡＸ：0３－３６６７－１６３２

参加者氏名

高知県における環境制御による産地強化の取組、推進体制

 千葉県農林総合研究センター花き研究室　研究員

 室 田   有 里　氏

テキスト

希望
（○印)

環境制御が鍵を握るコチョウランビジネスと海外展開

　　　　【申込み締切  7月19日（金）】

住所と勤務先（部署名）

〒103－0004　東京都中央区東日本橋３-６-17 山一ビル４階

セミナー
聴講日

７日

８日

７日

８日

７日

８日

８日

機器資材
展のみ
見学

７日

８日

８日

８日

 農林水産省 園芸作物課 次世代施設園芸推進グループリーダー

 川 本   憲 一 氏

（フリガナ）
７日 ７日

参加申し込み

お問い合せ先

参 加 申 込 書

講 演
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